
図書館から 本のお知らせ

シン・老人力
和田秀樹　著
世界基準に照らした医学的な方
法論だけでなく、30年にわたり、
6000人以上もの高齢者と向き合っ
てきた私の経験則に基づき、「シン・
老人力」をつけるための具体的な
方法を提案する１冊。

ラスト1行の四字熟語
たから しげる  著
　全25話のラスト1行は、必ず四字熟
語で締めくくられている。楽しみなが
ら四字熟語の意味や使い方が身につく
短編集。

おいしい旅　しあわせ編
大崎梢ほか  著／アミの会  編
　「はじめて編」「想い出編」に続
く第3弾。
　極上グルメとの出会いと旅なら
ではの様々な「幸せ」がたっぷり
詰まった実力派作家７名によるア
ンソロジー。

※
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影
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。
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𠮷村ヴィクトリアさんといっしょにみんなで
ハロウィンパーティー。
　絵本の読み聞かせのあと２組に分かれて、
オタマとホウキを使ったかぼちゃのボール運
び競走。子どもたちは、どこへ行くかはボー
ルに聞いて！！とマイペース。応援するお母さ
んのほうが一生懸命でした。
　ハロウィーンといえば「トリック・オア・ト
リート」。手作りのかわいい箱にお菓子を入
れてもらい、楽しい時間を過ごしました。

ハロウィンパーティー
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俳句ってなぁに？
俳
句
の
決
ま
り

俳
句
は
、
五
・
七
・
五
の
定
型

詩
で
、
季
語
の
あ
る
詩
と
い
う
の

が
大
ま
か
な
定
義
で
す
が
、
五
・

七
・
五
で
は
な
い
リ
ズ
ム
の
「
自

由
律
俳
句
」
や
、
季
語
の
な
い
「
無

季
俳
句
」
と
呼
ば
れ
る
俳
句
も
あ

り
ま
す
。

俳
句
と
短
歌
、
そ
し
て
川
柳

短
歌
は
「
和
歌
」
の
一
種
。
長

歌
に
対
し
て
短
歌
と
呼
ば
れ
ま
し

た
が
、
最
も
広
く
親
し
ま
れ
た
た

め
、「
和
歌
」
と
い
え
ば
「
短
歌
」

の
こ
と
を
指
す
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。

　

川
柳
は
、
俳
句
と
同
じ
一
七
音

で
で
き
て
い
ま
す
が
、季
語
や「
切

れ
字
」(

「
や
」「
か
な
」
と
い
っ

た
言
葉)

を
使
わ
ず
、
口
語
で
つ

く
ら
れ
、
こ
っ
け
い
な
表
現
が
多

い
の
が
特
徴
と
な
っ
て
い
ま
す
。
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